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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期
第１四半期
累計(会計)期間

第19期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
３月31日

自平成20年
１月１日
至平成20年
12月31日

売上高（千円） 1,373,4666,289,920

経常利益又は経常損失（△）（千円） △17,792 270,516

当期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △10,671 141,580

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － 

資本金（千円） 308,100 308,100

発行済株式総数（株） 9,600 9,600

純資産額（千円） 1,341,2121,385,673

総資産額（千円） 5,796,2515,299,477

１株当たり純資産額（円） 139,709.61144,341.01

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）（円） △1,111.5914,747.95

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － －

１株当たり配当額（円） － 3,200.00

自己資本比率（％） 23.1 26.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△152,055△38,217

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△52,507△390,808

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
561,133 366,392

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 1,005,168648,596

従業員数（人） 134 131 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、子会社及び関連会社が存在しないため記載しておりません。 

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

５．第20期は決算期変更により、平成21年１月１日から平成22年１月31日までの13ヶ月の変則決算となっておりま

す。
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２【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

 

 

３【関係会社の状況】

該当事項はありません。

 

 

  

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年３月31日現在

従業員数（人） 134 (89)

　（注）１．従業員数は役員を除く就業人員であります。

２．従業員数の欄の（　）内の数字は、外数で当第１四半期会計期間における臨時従業員の平均雇用人員であり

ます。

 

EDINET提出書類

株式会社アマガサ(E03004)

四半期報告書

 3/21



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）仕入実績

　当第１四半期会計期間の仕入実績は、次のとおりであります。

品目別 仕入高（千円）

婦人靴 974,683

合計 974,683

　（注）１．金額は、仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．上記の金額には、鞄及び靴付属品（靴クリーム等）の仕入金額として1,150千円を含んでおります。

(2）販売実績

　当第１四半期会計期間の販売実績を販売形態別に示すと、次のとおりであります。

販売形態別 販売高（千円）

婦人靴  

卸売販売（靴専門店・その他） 1,153,174

小売販売（直営店） 220,292

合計 1,373,466

　（注）１．金額は、販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．小売販売（直営店）の金額には、鞄及び靴付属品（靴クリーム等）の販売実績として1,602千円を含んでお

ります。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

  

 

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

    当年度は、四半期報告制度の導入初年度であるため、「（1）業績の状況」及び「（3）キャッシュ・フローの状

況」において比較・分析に用いた前年同期数値は、独立監査法人による四半期レビューを受けておりません。 

(1）業績の状況　

当第１四半期におけるわが国経済は、３月の月例経済報告において、企業収益について「極めて大幅に減少」と

したほか、２月の有効求人倍率が0.59倍となり、前月比の下落幅は第１次石油危機以来34年ぶりの大きさを記録、新

規求人件数についても前年同月比30.1％減少し、全業種にてマイナスに転じるなど雇用情勢は一段と厳しさを増し

ました。また、２月の全国百貨店売上高が前年同月比11.5％減（既存店ベース）となり11年ぶりに２桁減を記録す

るなど、個人の買い控え傾向が鮮明となりました。

　当社が属する婦人靴業界におきましては、大手量販店による自社開発商品（ＰＢ商品）の拡大とＥＤＬＰ（

Everyday Low Price）政策の強化等により、商品販売価格の下落傾向がみられるなど事業環境は一段と厳しさを増

しました。

　こうした環境のもと、当第１四半期において当社は、販売チャネル毎により木目細かな商品・価格政策を実施しま

した。百貨店向けに新ブランド“Le Chione riché”を投入し、差別化の強化に努めたほか、専門店、スーパー・Ｇ

ＭＳ向けに新たに開発した低価格商材“Rimorchi”の販売を開始しました。小売部門においては２月にJELLY

BEANSラフォーレ原宿新潟店、３月にnico Roöm by jelly beans札幌パルコ店を出店するとともに、JELLY BEANS

デックス東京ビーチ店を閉鎖しました。この結果、３月31日現在の直営店舗数は19店舗となりました。

　しかしながら、専門店及びアパレル顧客向け販売が想定以上に落ち込んだことなどから、百貨店事業強化に伴う人

件費の増加、直営店新規出店に伴う販売管理費の増加を吸収するには至りませんでした。

この結果、当第１四半期につきましては、売上高1,373百万円（前年同期比1.4％減）、営業損失13百万円（前年同

期は営業利益10百万円）、経常損失17百万円（前年同期は経常利益15百万円）、四半期純損失10百万円（前年同期

は四半期純利益８百万円）となりました。

当第１四半期における部門別経営成績は以下のとおりであります。

なお、以下に記載の部門別営業利益は、部門別売上高から売上原価及び各部門の販売費及び一般管理費を控除し

た数値であり、管理部門における販売費及び一般管理費は含んでおりません。 

（卸売部門）

当第１四半期においては、百貨店事業における差別化強化を目的に“Le Chione riché”を新たに投入したほ

か、専門店、スーパー・ＧＭＳを主たる対象とした低価格商材“Rimorchi”を投入するなど販売チャネル毎のニー

ズにより木目細かく対応した商材の提供に努めました。百貨店向け販売については、前年同期比60.9％増と堅調に

推移したものの、専門店及びアパレル顧客向け販売が大きく落ち込みました。

これらの結果、卸売事業における売上高は1,153百万円（前年同期比3.6％減）、営業利益208百万円（前年同期比

5.5％減）となりました。  

（小売部門）

当第１四半期においては、顧客層・立地条件によりきめ細かく対応した出店を行いました。具体的には旗艦

ショップブランドであるJELLY BEANSによる出店（ラフォーレ原宿新潟店）に加え、よりカジュアルテイストの強

い新ショップブランド“nico Roöm by jelly beans”第１号店を札幌パルコに出店しました。また、JELLY BEANS

デックス東京ビーチ店を閉鎖しました。これにより３月31日現在の店舗数は19店舗となりました。

これらの結果、既存店売上については前年同期を下回ったものの、新店売上が寄与したことから小売事業（全店

ベース）における売上高は220百万円（前年同期比11.7％増）となりましたが、新規出店に伴う販売管理費が嵩ん

だことなどから、営業損失31百万円（前年同期営業損失19百万円）となりました。
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(2）財政状況

（資産）

当第１四半期末における流動資産の残高は、2,792百万円（前事業年度は2,417百万円）となり、375百万円増加し

ました。主な理由は、現金及び預金の増加（933百万円から1,210百万円へ276百万円増）並びに売上債権の増加

（1,226百万円から1,279百万円へ53百万円増）であります。

また、固定資産の残高は、3,003百万円（前事業年度は2,882百万円）となり、121百万円増加しました。主な理由

は、第１ビル建替に伴う建設仮勘定の増加（293百万円から403百万円へ109百万円増）であります。

 

（負債）

当第１四半期末における流動負債の残高は、1,965百万円（前事業年度は1,984百万円）となり、19百万円減少し

ました。主な理由は、仕入債務の減少（1,145百万円から1,060百万円へ85百万円減）、１年内返済予定の長期借入金

の増加（685百万円から712百万円へ27百万円増）及び引当金の増加（5百万円から31百万円へ25百万円増）であり

ます。

また、固定負債の残高は、2,489百万円（前事業年度は1,928百万円）となり、560百万円増加しました。主な理由

は、設備投資資金の調達等に係る長期借入金の増加（1,659百万円から2,215百万円へ556百万円増）であります。

 

（純資産）

当第１四半期末における純資産の残高は、1,341百万円（前事業年度は1,385百万円）となり、44百万円減少しま

した。主な理由は、配当金の支払い及び四半期純損失に伴う繰越利益剰余金の減少によるものであります。　

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度に比べて356百万円

増加し、1,005百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は、152百万円（前年同期は327百万円の支出）となりました。

　主な内訳は、仕入債務の減少額85百万円、売上債権の増加額53百万円及びたな卸資産の増加額34百万円に対し、減

価償却費16百万円、賞与引当金の増加額21百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は、52百万円（前年同期は33百万円の収入）となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出116百万円、差入保証金の差入による支出14百万円に対し、定期預金の

払戻による収入120百万円及び預入による支出40百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、得られた資金は561百万円（前年同期は26百万円の収入）となりました。

　これは主に、長期借入れによる収入800百万円に対し、長期借入金の返済による支出216百万円、配当金の支払額22

百万円によるものであります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期会計期間において当社が対処すべき課題について、重要な変更はありません。 

(5）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、「（2）設備の新設、除却等の計画」に記載した事項を除いては、設備に重要な異

動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設及び除却について、重要な変更

はありません。また、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設及び除却について完了したものは、次のとお

りであり、新たに確定した重要な設備の新設等の計画はありません。

 

①新設 

事業所名 所在地 事業の部門別の名称 設備の内容 完了時期

JELLY BEANS

ラフォーレ原宿新潟店

新潟市

中央区
小売部門 小売店舗 平成21年２月

nico Roöm

札幌パルコ店

札幌市

中央区
小売部門 小売店舗 平成21年３月

 

 ②除却

事業所名 所在地 事業の部門別の名称 設備の内容 完了時期

JELLY BEANS

デックス東京ビーチ店

東京都

港区
小売部門 小売店舗 平成21年２月
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000

計 32,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成21年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年５月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,600 9,600
大阪証券取引所

（ヘラクレス）
（注）

計 9,600 9,600 － －

 （注）当社は単元株制度を採用していないため、単元株式数はありません。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年１月１日～

平成21年３月31日
－ 9,600 － 308,100 － 230,600

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成21年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） －　 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　9,600 9,600 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 9,600 － －

総株主の議決権 － 9,600 －

　  

②【自己株式等】

 該当事項はありません。 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
１月

２月 ３月

最高（円） 79,00073,00073,000

最低（円） 60,50065,00067,000

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ヘラクレスにおけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。 

　また、当社は、平成21年３月30日開催の第19回定時株主総会において、定款の一部変更を決議し、決算期を12月末日か

ら１月末日に変更いたしました。これに伴い、当事業年度は、平成21年１月１日から平成22年１月31日までの13ヶ月間

となっております。 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間（平成21年１月１日から平成21

年３月31日まで）に係る四半期財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,210,662 ※2
 933,739

受取手形及び売掛金 1,279,952 1,226,622

商品 246,631 212,377

その他 58,879 48,185

貸倒引当金 △3,700 △3,700

流動資産合計 2,792,425 2,417,224

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 809,169

※1,※2
 810,820

土地 1,529,346 ※2
 1,529,346

その他（純額） ※1
 432,445

※1,※2
 323,157

有形固定資産合計 2,770,961 2,663,324

無形固定資産 13,360 11,708

投資その他の資産 ※3
 219,503

※3
 207,220

固定資産合計 3,003,825 2,882,253

資産合計 5,796,251 5,299,477

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,060,188 1,145,356

1年内返済予定の長期借入金 712,929 685,728

未払法人税等 1,801 －

賞与引当金 21,000 －

返品調整引当金 10,000 5,800

その他 159,256 148,052

流動負債合計 1,965,175 1,984,937

固定負債

長期借入金 2,215,705 1,659,294

退職給付引当金 94,357 91,915

役員退職慰労引当金 177,957 176,247

その他 1,843 1,409

固定負債合計 2,489,863 1,928,866

負債合計 4,455,039 3,913,804
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 308,100 308,100

資本剰余金 230,600 230,600

利益剰余金 800,413 841,804

株主資本合計 1,339,113 1,380,504

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,098 5,168

評価・換算差額等合計 2,098 5,168

純資産合計 1,341,212 1,385,673

負債純資産合計 5,796,251 5,299,477
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

売上高 1,373,466

売上原価 944,628

売上総利益 428,837

販売費及び一般管理費 ※
 442,553

営業損失（△） △13,715

営業外収益

仕入割引 11,967

その他 3,061

営業外収益合計 15,029

営業外費用

支払利息 14,384

その他 4,721

営業外費用合計 19,106

経常損失（△） △17,792

税引前四半期純損失（△） △17,792

法人税等 △7,121

四半期純損失（△） △10,671
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △17,792

減価償却費 16,159

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,442

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,710

賞与引当金の増減額（△は減少） 21,000

返品調整引当金の増減額（△は減少） 4,200

受取利息及び受取配当金 △554

支払利息 14,384

売上債権の増減額（△は増加） △53,281

たな卸資産の増減額（△は増加） △34,254

仕入債務の増減額（△は減少） △85,168

その他 △5,406

小計 △136,562

利息及び配当金の受取額 554

利息の支払額 △14,556

法人税等の支払額 △1,491

営業活動によるキャッシュ・フロー △152,055

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △40,351

定期預金の払戻による収入 120,000

有形固定資産の取得による支出 △116,514

無形固定資産の取得による支出 △240

投資有価証券の取得による支出 △449

差入保証金の差入による支出 △14,930

その他 △21

投資活動によるキャッシュ・フロー △52,507

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 800,000

長期借入金の返済による支出 △216,388

配当金の支払額 △22,478

財務活動によるキャッシュ・フロー 561,133

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 356,571

現金及び現金同等物の期首残高 648,596

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,005,168
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として先入先出法による原

価法によっておりましたが、当第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計

基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として

先入先出法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法）により算定しております。

　なお、当該変更に伴う損益に与える影響はありません。 

 

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算

定方法

 当第１四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい

変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高

を算定しております。

２．たな卸資産の評価方法  当第１四半期会計期間末のたな卸高の算出については、実地たな卸を省略し、前事

業年度末に係る実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっ

ております。

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３．固定資産の減価償却費の算

定方法

 減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、事業年度に係る

減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

４．経過勘定項目の算定方法 合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

５．繰延税金資産及び繰延税金

負債の算定方法

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度におい

て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており

ます。 
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

税金費用の計算  税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規定に

より、「中間財務諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率

を使用する方法）に準じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成21年３月31日）

前事業年度末
（平成20年12月31日）

 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

400,404千円 

   

　 ２　担保資産

　　担保に供されている資産で、事業の運営において重要な

ものであり、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい変

動が認められるものはないため、注記を省略しており

ます。

 

 

 

 ※３　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　　 投資その他の資産　　　　　　　　　14,622千円 

  

 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

384,893千円 

 

 ※２　担保資産

　　担保に供している資産は次のとおりであります。

　　現金及び預金 　　　　　　　　　　　109,972千円

　　建物 　　　　　　　　　　　　　　　704,795千円

　　構築物 　　　　　　　　　　　　　　　2,679千円

　　土地 　　　　　　　　　　　 　 　1,479,999千円

　　計 　　　　　　　　　　　 　 　　2,297,446千円

 

 ※３　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　　 投資その他の資産　　　　　　　　　14,622千円 

 

 

（四半期損益計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 役員報酬及び給与手当 187,363千円 

 賞与引当金繰入 21,000千円 

 退職給付費用 3,450千円 

 役員退職慰労引当金繰入 1,710千円 

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成21年３月31日現在）

現金及び預金勘定 1,210,662千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △205,494千円

現金及び現金同等物 1,005,168千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年３月31日）及び当第１四半期累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年

３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  9,600株
　

　２．自己株式の種類及び株式数 
　　　該当事項はありません。

　
　３．新株予約権等に関する事項
　　　該当事項はありません。 

　
　４．配当に関する事項
（１） 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年３月30日

定時株主総会
普通株式 30,720 3,200平成20年12月31日平成21年３月31日利益剰余金

  

（２）基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間末後と
なるもの

　　   　　　　該当事項はありません。 

 

（有価証券関係）

  　当第１四半期会計期間末（平成21年３月31日）

　　　　該当事項はありません。

 

 

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

 

 

（持分法損益等）

該当事項はありません。 

 

 

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成21年３月31日）

前事業年度末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 139,709.61円 １株当たり純資産額 144,341.01円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第１四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △1,111.59円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

四半期純損失（△）（千円） △10,671

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △10,671

期中平均株式数（株） 9,600

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年５月12日

株式会社アマガサ

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 本間　洋一　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アマガサの

平成21年１月１日から平成22年１月31日までの第20期事業年度の第１四半期累計期間（平成21年１月１日から平成21年３

月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アマガサの平成21年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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